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日本共産党　光下重之　

日
本
共
産
党
　
吉
村
美
津
子
　

こ
ど
も
医
療
費
の

　
　
窓
口
払
い
の
廃
止
を
求
め
る

国
民
健
康
保
険
税
を
値
上
げ
し
な
い
よ
う
に

国の圧力に抗し職員削減やめ、

三芳町の個性の発揮を！

問
　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
対
象
の
こ
ど
も
医
療

費
無
料
制
度
で
は
、
病
院
の

窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度
は

窓
口
払
い
は
な
い
の
で
、
こ

ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
も
窓

口
払
い
を
な
く
す
べ
き
で
は
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
平

成
23
年
度
の
レ
セ
プ
ト
の
完

全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
い
検

討
し
て
い
く
。

◆
75
歳
以
上
医
療
費
助
成
を

問
　
平
成
元

年
に
福
祉
の

た
め
と
し
て

消
費
税
が
導

入
さ
れ
た
が
、

福
祉
は
悪
く

な
る
ば
か
り

だ
。
革
新
県

政
の
時
代
に

は
、
65
歳
以
上

の
医
療
費
は

無
料
だ
っ
た

の
が
、
今
は
３

割
。
75
歳
以
上

も
１
割
・
３
割

負
担
と
な
っ

た
。
１
割
負
担

者
へ
助
成
す

べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
そ
の
考
え
方
は

持
っ
て
い
る
が
、
財
政
的
に

厳
し
い
と
思
う
。

◆
資
格
証
発
行
は
止
め
よ

問
　
埼
玉
県
内
70
市
町
村
の

う
ち
30
自
治
体
は
、
資
格
証

明
書
を
発
行
し
て
い
な
い
。

０
を
含
め
て
50
世
帯
以
下
が

51
自
治
体
あ
る
中
で
、
当
町

は
１
１
７
世
帯
に
発
行
し
て

い
る
。
資
格
証
明
書
で
は
、

い
っ
た
ん
窓
口
で
全
額
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
命
網
で
あ
る
保
険
証
の
取

り
上
げ
は
止
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
状
況
を
精
査
す

る
。

◆
国
保
税
値
上
げ
は
し
な
い

問
　
国
民
健
康
保
険
の
繰
越

金
は
２
億
円
強
あ
る
。
値
上

げ
は
す
べ
き
で
は
な
い
が
。

答
　
町
長
　
最
大
限
努
力
す

る
よ
う
担
当
課
へ
指
示
す
る
。

◆
国
保
税
や
一
部
負
担
の
減

　
免
基
準
を
設
け
る
べ
き

問
　
国
民
健
康
保
険
税
や
一

部
負
担
金
を
減
免
す
る
条

例
・
規
則
が
あ
る
。
減
免
の
基

準
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
　
住
民
課
長
　
研
究
す
る
。

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀
　
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

問
　
国
の
指
導
で
つ
く
っ
た

集
中
改
革
プ
ラ
ン
・
定
員
適

正
化
計
画
で
、
こ
の
５
年
間

で
平
成
17
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

４
・
８
％
、
16
人
職
員
削
減
の

計
画
を
進
め
て
い
る
が
、
各

課
別
に
見
る
と
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
　
総
務
課
長
　
総
合
政
策

室
の
新
設
に
よ
る
増
、
保
育
士

の
退
職
不
補
充
で
６
減
、
事
務

の
統
廃
合
で
７
減
な
ど
あ
る

が
、
大
き
な
変
動
は
な
い
。

問
　
時
間
外
勤
務
、
メ
ン
タ

ル
面
の
病
休
、
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
総
務
課
長
　
職
員
削
減

い
る
の
で
、
今
後
の
推
移
を

見
た
い
。

問
　
保
育
・
児
童
館
な
ど
福

祉
、
出
張
所
な
ど
へ
の
職
員

配
置
は
三
芳
町
の
個
性
・
特

徴
だ
。
国
の
圧
力
に
抗
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
姿
勢
を

後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
全
て
を
行
政
で

行
う
方
法
と
、
多
く
を
民
間

で
行
う
方
法
と
の
考
え
方
が

あ
る
。
そ
れ
を
織
り
交
ぜ
た

中
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
不

利
益
を
受
け
な
い
よ
う
な
組

織
体
制
を
整
備
し
た
い
。

で
大
き
く
変
化

し
た
部
分
は
な

い
。

問
　
こ
の
間
、

年
金
制
度
、
医

療
保
険
制
度
、

次
世
代
育
成
支

援
の
行
動
計

画
、
特
定
健

診
・
保
健
指

導
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
、

障
害
者
自
立
支

援
法
の
見
直
し

な
ど
国
制
度
の

大
幅
改
変
が

あ
っ
た
が
、
担

当
部
署
へ
の
人

的
配
慮
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
全
体
は
削

減
の
方
向
だ
が
、
新
事
業
は

考
慮
し
、
配
置
し
て
い
く
。

問
　
直
面
す
る
ハ
コ
モ
ノ
で

は
保
育
所
・
給
食
セ
ン
タ
ー

建
て
替
え
、
中
央
公
民
館
複

合
施
設
な
ど
、
職
員
は
り
つ

け
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
、
農
商
工
・
観
光
な
ど
地

場
産
業
振
興
、
バ
ス
公
共
交

通
政
策
の
展
開
、
雑
木
林
の

公
園
化
な
ど
も
一
定
の
人
的

配
置
が
必
要
で
は
。

答
　
総
務
課
長
　
平
成
22
年

に
機
構
改
革
が
予
定
さ
れ
て

８◆◆ 意見書 ◆◆

　
オ
バ
マ
大
統
領
は
４

月
、
プ
ラ
ハ
で
画
期
的

演
説
を
行
い
、
核
兵
器

廃
絶
を
求
め
る
声
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
な
か
、

政
府
に
対
し
、
来
春
の

核
不
拡
散
条
約
再
検
討

会
議
の
成
功
に
向
け
、

核
兵
器
廃
絶
の
国
際
交

渉
を
国
際
社
会
に
呼
び

か
け
、
開
始
す
る
た
め
、

被
爆
国
の
政
府
と
し
て

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

核不拡散条約再検討会議

の成功に向けて日本政府

にイニシアチブの

発揮を求める

意見書

ハローワーク機能の

抜本的強化

を求める

意見書

９

　
現
下
の
厳
し
い
雇
用

状
況
の
中
、
求
職
や
各

種
助
成
金
の
申
請
、
職

業
訓
練
の
申
し
込
み
等

で
、
地
域
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
窓
口
は
大
変

な
混
雑
を
呈
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
今
後

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員

や
相
談
員
の
増
員
、
夜

間
・
休
日
の
窓
口
業
務

の
開
庁
等
、
人
員
組
織

体
制
の
機
能
強
化
を
図

る
よ
う
要
請
す
る
。

　
４
月
25
日 

（土） 

藤
久
保
公
民
館
・
中
央
公
民
館
・
竹

間
沢
公
民
館
に
お
い
て
、
三
芳
町
議
会
で
は
初
め
て

の
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
冷
た
い
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
３
会
場

合
わ
せ
て
36
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
予
定
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る
な
ど
熱
い
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
は
議
会
と
住
民
が
対
話
を
重
ね
、
議

会
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
や
町
政
に
対
す
る
提
言
な

ど
を
話
し
合
う
た
め
の
新
し
い
交
流
の
場
で
す
。

報
告
内
容

　
★

一
般
質
問
の
内
容
・
執
行
部
の
答
弁
の
概
要

　
★

平
成
21
年
度
当
初
予
算
の
審
議
状
況

　
★

各
委
員
会
の
活
動
状
況

　
★

意
見
書
に
つ
い
て

質
疑
応
答

　
主
な
質
疑
内
容

・
一
般
質
問
は
年
間
で
１
人
１
回
は
す
る
か

・
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
な
い
の
は
お
か
し
い

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
町
と
言
わ
れ
た
が
、
解
決
し

た
か

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

・
今
後
も
何
回
か
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す

・
財
政
に
陰
り
が
見
え
て
き
た
現
在
、
何
を
な
す

べ
き
か
住
民
、
行
政
、
議
員
が
真
剣
に
考
え
る

必
要
性
を
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す

・
と
て
も
良
か
っ
た
。
勉
強
に
な
っ
た

・
人
数
を
集
め
る
方
法
を
考
え
て
欲
し
い

・
都
内
に
勤
務
し
て
い
る
の
で
地
元
と
の
関
係
が

薄
い
た
め
、
今
日
の
よ
う
な
企
画
は
あ
り
が
た

い
・
議
会
終
了
後
、
毎
回
開
い
て
く
だ
さ
い

　
議
員
15
人
が
３
班
に
分
か
れ
Ὶ
各
会

場
同
時
に
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ί

　
分
か
り
や
す
い
説
明
を
す
る
た
め
に
Ὶ

議
員
自
身
も
勉
強
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
Ί

　
ま
た
Ὶ
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
も

開
催
日
時
や
周
知
方
法
も
改
善
が
必
要

な
ど
Ὶ
課
題
も
見
え
た
報
告
会
で
し
た
Ί

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

議
会
報
告
会
を
開
催

藤久保公民館

中央公民館

竹間沢公民館

提出先：内閣総理大臣・外務大臣・総務大臣・厚生労
　　　　働大臣・衆議院議長・参議院議長

提出先：内閣総理大臣・厚生労働大臣
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早
い
も
の
で
任
期
の
半
分
が
過
ぎ
Ὶ

各
委
員
会
の
人
事
の
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
Ί
こ
の
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会
も
今
号
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ῴ

と
な
り
Ὶ
気
分
も
リ
フ
レ
兊
シ
奛
と

い
ℕ
た
と
こ
ろ
で
す
Ί

　
６
月
定
例
会
は
８
日
間
と
短
い
議

会
と
な
り
ま
し
た
が
Ὶ
10
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
中
身
の
濃

い
議
会
で
し
た
Ί

　
三
芳
町
議
会
で
は
Ὶ
住
民
に
開
か

れ
た
住
民
参
加
型
議
会
を
目
指
し
て
Ὶ

議
会
改
革
の
た
め
特
別
委
員
会
を
設

置
し
‐
議
会
基
本
条
例
‑‐
議
員
政
治

倫
理
条
例
‑
を
制
定
す
べ
く
動
き
出

し
ま
し
た
Ί
ま
た
今
ま
で
通
り
夜
間

議
会
や
休
日
議
会
Ὶ
そ
し
て
議
会
報

告
会
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
Ί
是
非
ご
参
加
い
た
だ
い
て
Ὶ

ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
を
伺
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
Ί

　
今
後
Ὶ
議
会
だ
よ
り
で
は
Ὶ
こ
う
し

た
活
動
を
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め

に
Ὶ
新
し
い
企
画
な
ど
も
ど
ん
ど
ん

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
Ί

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
Ί

 
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
　
菊
地
 

委
　

員
　

長
　

菊
　
地
　
浩
　
二
　

副
委
員
長
　

岩
　
城
　
桂
　
子
　

委
　
　
員
　

神
　
田
　
順
　
子
　

　

委
　
　
員
　

　
橋
　
忠
　
一

委
　
　
員
　

光
　
下
　
重
　
之

議
　
　
長
　

秋
　
坂
　
　
　
豊
　

次の議会定例会は

９月１日（火）開会の予定

議　会　活　動　日　誌

皆様の傍聴お待ちしております

５月

12日 第３回三芳町議会臨時会

18日 入間郡町村議会議長会役員会

19日・20日　正副議長研修会

21日 都道府県会長会総会

22日 埼玉県町村会定期総会・入間郡町村議会議長会総会

26日 議会運営委員会

29日〜6月5日　第４回三芳町議会定例会

29日 総務建設常任委員会・厚生文教常任委員会・議会改

革特別委員会

６月

1 日 埼玉県町村議会議長会　臨時総会

5 日 全員協議会

12日 議会だより編集委員会

17日 議会改革特別委員会

30日 入間東部地区消防組合議会臨時会

７月

2 日・3日　入間郡町村議会議長会県外視察

6 日・7日　議会運営委員会所管事務調査

8 日 議会だより編集委員会

13日 議会改革特別委員会所管事務調査

15日 厚生文教常任委員会所管事務調査

16日 愛媛県砥部町　議会運営委員会　来庁

10

昨年に引き続き『夜間議会』を開催

日時：９月８日（火）午後６時～午後９時30分

内容：一般質問

　普段、平日の昼間に行っている議会を多くの

方に傍聴していただけるように実施しますの

で、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

※傍聴希望の方は当日に議会事務局の窓口までお

越しください。事前の申し込みは必要ありませ

んが、先着順となりますので、満席の場合はご

入場をお断りすることがあります。会議中、傍

聴席の入退場は自由です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　議員の話を聞いて色々と今後三芳町で生活していく

上で参考にしていきたいと思います。傍聴人の質問

コーナーがあればいいと思います。（藤久保Ｉさん）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　容プラゴミに興味があった。どのような回答がある

か楽しみだったのだが、出だしからちょっと首をかし

げるような答弁だった。質問される内容が分かってい

るのに何も勉強していないのか？（藤久保Ｓさん）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　議案に反対するときは、反対討論を聞きたい。議案

を議会会議録システムなどで、インターネット上から

見られる様にしてほしい。（ふじみ野市Ｍさん）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　傍聴は３回目ですが、三芳の事業計画等に明るくな

るので、また参加したいと思います。（藤久保Ｔさん）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

６月定例会の傍聴人数…31 名

【内訳】5/29 --- ０名 6/1------８名 6/2 ------ 6 名

6/4 ----- ６名 6/5---- 11 名

　６月定例会を傍聴された方から、ご意見ご感想

をいただきました。その一部をご紹介します。
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